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第70号
2022年
7月25日

大山春雪さぶーる株式会社　大山工場大山春雪さぶーる株式会社　大山工場

人 口

(女)

令和４年７月１日現在 前年同月比

(男)
10,484人　

5,053人　

5,431人　

3,874世帯

△223人　

△86人　

△137人　

△7世帯世帯数

人の動きおもな内容
■令和４年度一般会計補正予算（第１号）…
■全員協議会……………………………………
■請願・陳情……………………………………
■委員会活動報告……………………………………
■一般質問……………………………………
■議会の虫めがね、編集後記……………………

2～3ページ
4～5ページ
6～7ページ
8ページ

9～15ページ
16ページ

伯耆町議会へのお問い合わせ、ご意見をお待ちしております ！
伯耆町ホームページから、「議会の情報」 → 「議会事務局」ページ項目最下部

「オンラインによるお問い合わせ、ご意見はこちら」に進んでいただくと送信できます。
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第70号伯耆町議会だより第70号

令和４年度伯耆町一般会計  補正予算（第１号）を可決令和４年度伯耆町一般会計  補正予算（第１号）を可決
歳入
主な事業主な事業

件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 

　信
介

杉
原 

　良
仁

永
井 

　欣
也

乾 

裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

専決処分について（伯耆町税条例等の一部改正について）
専決処分について（伯耆町国民健康保険税条例の一部改正について）
専決処分について（令和３年度伯耆町一般会計補正予算（第９号）)
専決処分について（令和３年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第３号）)
専決処分について（令和４年度伯耆町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号））
専決処分について（令和４年度伯耆町索道事業特別会計補正予算（第１号））
過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について
伯耆町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例の一部改正について
伯耆町介護予防事業等の手数料徴収に関する条例の廃止について
工事請負契約の締結について（岸本保健福祉センター改修工事（建築））
工事請負契約の締結について（岸本保健福祉センター改修工事（電気・機械））
物品購入契約の締結について（職員用パソコン等）
物品購入契約の締結について（除雪機械）
令和４年度伯耆町一般会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町丸山地区専用水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町下水道事業会計補正予算（第１号）
令和４年度伯耆町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）
国の「水田活用直接支払交付金」の見直しに関する意見書について
地方財政の充実・強化を求める意見書について

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

議
案
番
号
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○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
×
○
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

歳出

議案等に対する各議員の賛否（令和４年６月定例会）

73億円補正前

1億1,800万円補正額

74億1,800万円補正後

〈歳出の主なもの〉 
　　太陽光導入調査事業　1,394万円
　　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業　1,380万円
　　低所得世帯に対する光熱費助成事業　105万円
　　子育て世帯生活支援特別給付金給付事業　1,261万円
　　大山山ろく開拓事業費　546万円
　　岸本小学校管理事業 ※修学旅行に係るバス借上げ経費助成　62万円

〈歳入の主なもの〉
　　新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金　1,260万円
　　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金給付事業補助金　1,380万円
　　二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金　1,046万円
　　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　6,973万円
　　鳥取県原油価格高騰に係る生活困窮世帯支援事業補助金　50万円
　　農山漁村地域整備交付金　536万円
　　修学旅行支援事業補助金　15万円

太陽光導入調査事業

1,394万円
住民税非課税世帯等に対する

臨時特別給付金給付事業
低所得世帯に対する光熱費助成事業

1,261万円

子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

1,380万円 105万円
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全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

み
ん
な
が
知
り
た
い

【
専
決
処
分
に
つ
い
て
】

●
伯
耆
町
税
条
例
等
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

①
固
定
資
産
税

　
景
気
回
復
の
た
め
、
令
和

４
年
度
に
限
り
、
評
価
額
が

上
昇
し
た
商
業
地
に
つ
い
て
、

課
税
標
準
額
の
上
昇
幅
を
、

評
価
額
の
２
．
５
％
（
現
行

５
％
）
と
す
る
特
別
措
置
。

②
個
人
住
民
税

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用

者
（
住
宅
の
取
得
等
を
し
て

令
和
４
年
か
ら
令
和
７
年
ま

で
の
間
に
入
居
し
た
者
）
に

つ
い
て
、
所
得
税
か
ら
控
除

で
き
な
か
っ
た
額
を
所
得
税

の
課
税
総
所
得
金
額
等
の
５

％
（
最
高
９
．
７
５
万
円
）

の
範
囲
内
で
個
人
住
民
税
か

ら
控
除
。

・
施
行
期
日

　
令
和
４
年
４
月
１
日

●
伯
耆
町
国
民
健
康
保
険
税

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て

　
医
療(

基
礎
課
税)

分
、
後

　
期
高
齢
者
支
援
分
の
賦
課

　
限
度
額
を
次
の
と
お
り
引

　
上
げ
る
。

・
施
行
期
日

　
令
和
４
年
４
月
１
日

成
人
式
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

　つ
い
て
】

●
伯
耆
町
岸
本
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
改
修
工
事(

建
築)

○
請
負
金
額

　
７
１
，
８
０
８
千
円

○
完
成
予
定
日

　
令
和
５
年
２
月
20
日

○
請
負
者

　
米
子
市
古
豊
千
２
５
５‐
１

　
株
式
会
社
　
金
田
工
務
店

○
工
事
概
要

・
陸
屋
根
部
、
内
桶
の
防
水

　
や
り
替
え

・
露
天
風
呂
、
浴
室
浴
槽
、

　
温
水
プ
ー
ル
槽
等
の
改
修

・
多
目
的
ト
イ
レ
新
設

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ト
レ
ー
ニ

　
ン
グ
ル
ー
ム
の
改
修
等

●
伯
耆
町
岸
本
保
健
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
改
修
工
事(

電
気
・

　
機
械)

○
請
負
金
額

　
１
１
４
，
２
９
０
千
円

○
完
成
予
定
日

　
令
和
５
年
２
月
20
日

○
請
負
者

　
米
子
市
榎
原
１
４
５
２‐

１

　
株
式
会
社
　
三
徳
興
産

○
工
事
概
要

・
健
康
増
進
棟
、
誘
導
灯
等

　
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
電
話
設
備
の
更
新

・
冷
温
水
発
生
機
、
冷
却
塔
、

　
循
環
ポ
ン
プ
、
中
央
監
視

　
盤
、
バ
ル
ク
タ
ン
ク
等
の

　
更
新

【
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に

　つ
い
て
】

●
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
等
更
新

　
業
務

○
請
負
金
額

　
２
７
，
５
０
０
千
円

○
業
務
期
限

　
令
和
４
年
12
月
28
日

○
請
負
者

　
米
子
市
旗
ヶ
崎
２
０
２
１

　‐

７

　
有
限
会
社
　
福
井
事
務
機

○
業
務
概
要

・
パ
ソ
コ
ン
　
２
４
６
台

(

役
場
職
員
・
教
員
等)

●
除
雪
機
械
購
入
業
務(

シ

　
ョ
ベ
ル
・
ロ
ー
ダ)

○
請
負
金
額

　
７
，
７
０
０
千
円

○
納
入
期
限

　
令
和
５
年
３
月
24
日

○
請
負
者

　
米
子
市
流
通
町
１
５
８‐

　
１
０

　
コ
マ
ツ
山
陰
株
式
会
社

　
米
子
支
店

○
契
約
概
要

・
除
雪
機
械(

シ
ョ
ベ
ル
・

　
ロ
ー
ダ)

　
１
台
　

●
令
和
４
年
度
「
二
十
歳
を

　
祝
う
会
」
開
催
方
針
に
つ

　
い
て(

説
明)

・
令
和
４
年
４
月
か
ら
成
人

　
年
齢
が
20
歳
か
ら
18
歳
に

　
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

　
よ
り
、
伯
耆
町
で
の
成
人

　
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

　
今
年
度
17
歳
か
ら
20
歳
に

　
な
る
町
内
中
学
校
卒
業
生

　
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
実
施
。

　
そ
の
結
果
を
基
に
、
教
育

　
委
員
会
で
令
和
４
年
度
か

　
ら
の
成
人
式
開
催
方
針
を

　
決
定
し
た
。

○
開
催
概
要

①
式
の
名
称

　
伯
耆
町
　
二
十
歳
を
祝
う

　
会

②
対
象
年
齢

　
20
歳(

平
成
14
年
４
月
２

　
日
〜
平
成
15
年
４
月
１
日

　
生
ま
れ)

③
開
催
日

　
令
和
４
年
８
月
15
日(

月)

④
開
催
場
所

　
鬼
の
館

※

ア
ン
ケ
ー
ト
概
要

・
実
施
期
間

　
令
和
４
年
３
月
11
日
〜

　
３
月
28
日

・
対
象
年
齢

　
平
成
14
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま

　
れ

・
対
象
者

　
町
内
中
学
校
卒
業
生
及
び

　
転
入
者
　
３
８
２
人

・
回
答
者

　
１
８
２
人(

47
．６
％)

●
伯
耆
町
役
場
溝
口
分
庁
舎

　
へ
新
た
な
企
業
が
進
出(

　
報
告)

○
内
容

　
新
た
に
「
株
式
会
社
ク
ァ

ン
タ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」
が

本
町
へ
進
出
を
希
望
し
た
の

で
、
伯
耆
町
役
場
溝
口
分
庁

舎
６
Ｆ
を
お
試
し
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
提
供
し
、

本
町
へ
の
進
出
を
支
援
。

・
使
用
場
所

　
溝
口
分
庁
舎
６
Ｆ(

１
０

　
４
．
４
６
㎡)

・
賃
借
料
　

　
月
額
５
２
，
０
０
０
円

○
進
出
企
業
の
概
要

・
名
称
　
株
式
会
社
ク
ァ
ン

　
タ
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

・
設
立
　
令
和
３
年
１
月

・
資
本
金
　
２
０
０
万
円

・
所
在
地
　
大
阪
市
中
央
区

　
本
町
１‐

５‐

４
０
７

・
代
表
者
　
平
野
　
昇

・
従
業
員
数
　
９
人

・
業
務
内
容
　
サ
イ
バ
ー
セ

　
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
の
販
売
、

　
令
和
４
年
６
月
６
日
、
16
日
に
行
わ
れ
た
全
員
協
議
会
で

は
、
町
執
行
部
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
議
会
協
議
を
行
っ
た
。

専
決
処
分
と
は
？

　
本
来
、
議
会
の
議
決
・
決

定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

案
件
を
、
議
会
の
招
集
を
待

て
な
い
緊
急
な
場
合
な
ど
に
、

行
政
運
営
の
遅
れ
や
滞
り
を

防
ぐ
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
、

町
長
が
議
会
の
議
決
に
代
わ

り
意
思
決
定
す
る
こ
と
。

　
専
決
処
分
後
は
、
町
長
は
、

次
の
議
会
で
報
告
、
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

議
会
の
議
決
が
必
要
な
契

約
と
は
？

・
予
定
価
格
が
５
０
０
０
万

　
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造

　
の
請
負

・
予
定
価
格
７
０
０
万
円
以

　
上
の
不
動
産
・
動
産
の
買

　
入
れ
若
し
く
は
売
払
い
契

　
約

　
こ
れ
ら
の
契
約
は
、
地
方

　
自
治
法
や
条
例
に
よ
り
議

　
会
の
議
決
が
必
要
と
さ
れ

　
て
い
ま
す

介護納付金分は変更なし。

改正前
63万円
19万円
17万円
99万円

改正後
65万円
20万円
17万円
102万円

医療(基礎課税)分
後期高齢者支援分
介護納付金分
合　　計

成人式の名称

51.7%

17.6%

25.0%

5.7%

二十歳(ﾊﾀﾁ)を祝う会
二十歳(ﾊﾀﾁ)の集い
(18歳開催で)成人式
成人式その他

何歳で成人式を開催したいか

12.6% 1.1%

84.6%

1.7%

１８歳
１９歳
２０歳
18～20歳その他

成人式の必要性

67.6%
5.5%

26.9%

開催して欲しい
必要ない
どちらでもない

漏水工事予定の温水プール（ゆうあいパル）

令和３年度成人式

　
シ
ス
テ
ム
構
築
、
セ
キ
ュ

　
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

　
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
製
品

　
の
開
発
・
販
売
、
技
術
講

　
演
等

○
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

　
ィ
ス
で
の
事
業
内
容

・
業
務
　
サ
ー
バ
ー
の
設
置
、

　
ソ
フ
ト
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
新
規
雇
用
　
３
人
予
定

　(

８
月
か
ら
募
集
予
定)

・
事
業
開
始
予
定

　
令
和
４
年
９
月

●
鬼
の
館
駐
車
場
整
備
計
画

　
の
概
要
（
説
明
）

○
整
備
概
要

・
工
期

　
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

・
整
備
内
容(

下
記
計
画
図

　
面
参
照)

①
既
存
設
備
撤
去(

概
算
経

　
費
７
５
０
万
円)

　
ナ
イ
タ
ー
照
明
、
ク
ラ
ブ

　
ハ
ウ
ス
、
掲
揚
ポ
ー
ル
、

　
ベ
ン
チ
、
植
栽
等

②
造
成
工
事

③
駐
車
場
舗
装

④
緑
地
帯
整
備(

芝
貼
り
付

　
け)

○
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
令
和
４
年
７
月
〜
９
月

　
　
既
存
設
備
撤
去
工
事

・
令
和
４
年
８
月
〜

　
　
造
成
工
事
、
駐
車
場
舗

　
装
、
緑
地
帯
整
備
工
事
。

鬼の館駐車場平面イメージ図

鬼の館ホール

緑地帯

駐車場

出
入
口
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国の「水田活用直接支払交付金」の見直しに関する意見書
　令和４年度農林水産省予算に係る米政策においては、主食用米の需給安定を図るため、戦略作物助成や産地
交付金などの支援を行うことが予定されている。しかし、水田活用の直接支払交付金の適用ルールの見直しや
厳格化などにより、主食用米の需給のみならず、飼料用米や白ネギ、ブロッコリー、そば、大豆などといった
転換作物の需給にも影響し、営農計画や地域の農業振興・再生計画の変更が迫られ、農業所得の減少等も懸念
される。
　このことは、結果的に離農や農家戸数の減少を招きかねず、農地集積などにも悪影響を及ぼし、食料供給の
安定供給そのものをも脅かしかねない。また、基幹産業である農業の衰退は、地域そのものの崩壊に繋がると
の大きな危機感を抱くものである。
　ついては、「水田活用の直接支払交付金」交付対象水田の見直しに関して、地域の実情を十分に考慮し、生
産現場の意見も踏まえたうえで、主食用米の需給安定を図り、多面的機能を有する農地を守るための制度運用
を強く要望する。

記

１　湛水設備（畦畔等）を有し、用水供給設備を有している農地に関しては、令和８年度までに水張りが行
　われなくとも、引き続き交付対象水田とすること。
２　今回の見直しにより、交付対象水田からの除外を回避するため、計画にない水稲作付を余儀なくされ、
　農業経営に対し負担がかかることが懸念される。運用について生産現場の実情や課題を十分に調査し、丁
　寧な説明を行い進めること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　　令和４年６月１７日

鳥取県西伯郡伯耆町議会　
＜提出先＞
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣　　　　様
農林水産大臣
財務大臣

みなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりましたみなさんからの請願・陳情は次のとおりとなりました
請願・陳情に対する各議員の賛否（令和４年６月定例会）

内閣総理大臣等に提出した意見書内閣総理大臣等に提出した意見書

議員名（議席番号順）

件　名

勝
部 

　俊
德

大
森 

　英
一

幅
田 

千
富
美

細
田 

　
　栄

渡
部 

　
　勇

一
橋 
　信
介

杉
原 
　良
仁

永
井 

　欣
也

乾
　
　
　裕

杉
本 

　大
介

長
谷
川 

　満

片
岡 

　千
明

上
田 

　博
文

大
床 

　桂
介

（※）勝部俊德議員は議長のため採決に参加していない。

結　果

女性トイレの維持及びその安心安全の
確保についての陳情
国の「水田活用直接支払交付金」の見
直しの白紙撤回を求める陳情

○○○○○○○○○○○○○ －

－

－

－

－

－

○○○○○○○○○○○○○

×××××××××××××
○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

趣旨採択

採択

不採択

趣旨採択

趣旨採択

採択

番
　号

陳情４号

陳情５号
国民の祝日「海の日」を７月２０日に
固定化する意見書の提出を求める陳情陳情６号
消費税インボイス制度の実施中止を求
める陳情陳情７号
ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるため
の、２０２３年度政府予算に係る意見書採択の陳情陳情９号

地方財政の充実・強化を求める陳情陳情10号

地方財政の充実・強化を求める意見書
　地方公共団体においては、急激な少子・高齢化の進展にともなう子育て、医療・介護など社会保障制
度の整備、また人口減少下における地域活性化対策、脱炭素化をめざした環境対策、あるいは行政のデ
ジタル化推進など、より新しく、かつ極めて多岐にわたる役割が求められつつある。
　しかし、現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、新型コロナウイルス、また近年多発し
ている大規模災害への対応も迫られている。これらに対応するための地方財政について、政府は「骨太
方針2021」において、2021年度の地方一般財源水準を2024年度まで確保するとしている、それをもっ
て増大する行政需要に十分対応し得るのか、大きな不安が残されている。
　このため、2023年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コロナ禍への対応も勘案しながら、
歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう、以下の事項の実現を求める。

記

１．社会保障の維持・確保、防災・減災また脱炭素化対策、地域活性化に向けた取り組みや、デジタル
　化対策など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握し、それに見合う地方一般財源総額の確
　保をはかること。
２．子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニー
　ズへの対応と、地方単独事業分を含めた十分な社会保障経費の拡充をはかること。また、人材を確保
　するための予算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。
３．地方交付税の法定率を引き上げるなど、引き続き、臨時財政対策債に頼らない地方財政の確立に取
　り組むこと。
４．新型コロナウイルス対策として、ワクチン接種体制の構築、感染症対応業務を含めた保健所体制・
　機能の強化、その他の新型コロナウイルス対応業務、また、地域経済の活性化まで踏まえた十分な財
　源措置をはかること。
５．｢まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されている1兆円について、引き続き同規模の財源確
　保をはかること。
６．会計年度任用職員制度について、今後も当該職員の処遇改善に向けて、引き続きその財源確保をは
　かること。
７．デジタル・ガバメント化における自治体業務システムの標準化にむけ、地域デジタル社会推進に相
　当する財源を継続して確保するなど、十分な財源を保障すること。また、デジタル化が定着していく
　過渡期において生じ得る行政需要についても、人材・財源を含めた対応を行うこと。
８．森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を行い、より林業需要の高い自治体への譲
　与額を増大させるよう見直すこと。
９．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了への対応、
　小規模自治体に配慮した段階補正の強化など対策を講じること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　　令和４年６月１７日

鳥取県西伯郡伯耆町議会　

＜提出先＞
衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
財務大臣　　　　　　　　　　　　　　　様
総務大臣
厚生労働大臣
内閣府特命担当大臣（地方創生）
内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

内閣総理大臣等に提出した意見書内閣総理大臣等に提出した意見書



教育民生常任委員会の調査風景
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金
口
参
事
・
遠
藤
副
室
長
か

ら
、
以
下
の
説
明
を
受
け
た
。

・
伯
耆
町
の
少
人
数
学
級
の

　
現
状
お
よ
び
生
徒
数
の
説

　
明
。

　
配
置
基
準
よ
り
教
員
を
５

名
増
と
し
て
い
る
。

・
伯
耆
町
児
童
生
徒
の
「
学

　
力
・
生
活
」
の
状
況
。

・
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
タ

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委

員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

は
、
令
和
４
年
５
月
18
日
に

伯
耆
町
議
会
大
会
議
室
で

「
伯
耆
町
に
お
け
る
少
人
数

学
級
及
び
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

等
に
つ
い
て
」
松
原
岸
本
中

学
校
長
・
若
林
教
育
次
長
・

鳥取県伯耆町議会フェイスブック　トップページ

　
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
整

　
備
状
況
。

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
整
備
状
況
お
よ
び
学
校
Ｉ

　
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
概
要
。

・
教
員
へ
の
活
用
能
力
育
成
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
児
童

　
生
徒
の
授
業
で
の
活
用
状

　
況
。

・
児
童
生
徒
の
家
庭
へ
の
持

　
ち
帰
り
に
つ
い
て
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
の
臨
時
休
業
、

　
出
席
停
止
の
際
の
オ
ン
ラ

　
イ
ン
授
業
の
実
施
に
つ
い

　
て
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
の

　
ル
ー
ル
に
つ
い
て
。

・
電
子
黒
板
活
用
事
例
に
つ

　
い
て
。

　
本
町
の
少
人
数
学
級
の
実

施
に
よ
る
効
果
等
に
つ
い
て

認
識
が
深
ま
っ
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
も
進
み
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
先
進
的

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
た
。

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
で
は
、
令
和
４
年
６
月
15

日
伯
耆
町
議
会
大
会
議
室
で

以
下
の
議
題
に
対
し
て
協
議

し
た
。

・
大
規
模
災
害
時
の
議
員
対

　
応
方
針
に
基
づ
く
行
動
マ

　
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）
に
つ
い

　
て

・
町
民
と
語
る
会
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
２
回
実
施
し
て

き
た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
２
年
実

施
で
き
て
い
な
い
。

　
今
後
、
常
任
委
員
会
ご
と

に
開
催
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
く
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
基
づ

　
く
運
用
に
つ
い
て

・
議
員
定
数
お
よ
び
議
員
報

　
酬
の
検
討
方
法
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
21
日
に
伯

耆
町
議
会
第
１
委
員
会
室
で

て
、
「
水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
制
度
」
の
調
査
の
た

め
、
影
山
産
業
課
長
か
ら
以

下
の
説
明
を
受
け
た
。

・
水
田
活
用
の
直
接
支
払
い

　
交
付
金
要
綱
に
つ
い
て

・
伯
耆
町
産
地
交
付
金
の
活

　
用
方
法
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
水
田
フ
ル
活

　
用
に
向
け
た
支
援
（
水
田

　
活
用
直
接
支
払
い
交
付
金
）

　
に
つ
い
て

・
令
和
３
年
度
本
町
支
援
の

　
状
況
に
つ
い
て
。

・
コ
メ
を
作
ら
な
い
農
地
を

　
対
象
外
と
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
。

・
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交

　
付
金
の
交
付
対
象
の
農
地

　
の
範
囲
。

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
で

は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

議
会
だ
よ
り
を
活
用
し
た
情

報
発
信
に
加
え
、
新
た
な
情

報
発
信
ツ
ー
ル
と
し
て
、
伯

耆
町
議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
本
会
議
の
日
程
や
、
議

会
の
活
動
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

・
運
営
主
体
　
鳥
取
県
伯
耆

　
町
議
会

・
令
和
４
年
６
月
６
日
運
用

　
開
始

　
次
の
ア
ド
レ
ス
及
び
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

・https://w
w

w
.face 

book.com
/houki.gikai/

委
員
会
活
動
報
告



一般
  質問 町政　問う！町政　問う！をを

伯耆町議会だより第70号

スマートフォンなど携帯電話で一般質問の映像が流れる
youtubeの二次元バーコードはこちらです。

６人の議員が
一般質問を行いました。
６人の議員が
一般質問を行いました。一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、

町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

一般質問とは、議員が町長等（執行機関）に対し、
町の行政全般について執行状況や将来の
方針等を問うものです。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

伯耆町では１人60分の制限時間内であれば、
質問の回数に制限はありません。
　臨場感ある本会議場での傍聴を
　　　　　　　　　　お待ちしています。

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

基本ルール
　・質問要旨は事前に通告
　・持ち時間は１人60分
　・町行政に関係があるもの

（9）

10

11

12

13

14

15

⒈伯耆町における再生エネルギー（太陽光発電・小水
　力発電）の取り組みは
⒉町内の商工事業者への事業承継の対応は

⒈デジタル技術を活用した図書館利用の推進で「電
　子図書館」の導入を求める
⒉３歳児検診における屈折検査について　ほか

⒈地域共生社会実現のための重層的支援体制整備
　事業等について

⒈認知症対策について
⒉学校図書館について

⒈物価高騰対策について
⒉女性の生理に対する対応について

⒈令和４年度スタートの「ファミリーサポート事業」
　について

ページ 主　な　質　問　事　項 質問議員
令和４年６月６日　実施令和４年６月６日　実施

渡部　勇　

乾　　裕　

大床　桂介

永井　欣也

幅田千富美

杉本　大介



町　長

渡
部
　
環
境
省
は
脱
炭
素

先
行
地
域
（
米
子
市
な

ど
）
26
件
を
選
定
し
、
二

酸
化
炭
素
排
出
量
の
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
と
し
て
い

る
が
、
本
町
も
先
進
モ
デ

ル
と
な
る
考
え
は
。

町
長

　現
時
点
で
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
考
え
て
い

る
。

渡
部
　
遠
藤
処
理
場
に
太

陽
光
発
電
を
設
置
し
電
気

料
金
削
減
と
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
も
、
太
陽
光
発
電

を
設
置
し
売
電
し
て
い
る
。

違
い
は
な
に
か
。

地
域
整
備
課
長

　自
家
消

費
型
の
設
備
を
設
置
す
る
。

な
お
、
国
が
示
す
地
域
脱

炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

る
と
売
電
目
的
に
は
、
交

付
金
な
ど
の
支
援
が
な
い

と
し
て
い
る
。

渡
部
　
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
等
助
成
事
業
が
あ
る

が
実
績
が
伸
び
て
い
な
い

な
ぜ
か
。

地
域
整
備
課
長

　発
電

の
買
い
取
り
価
格
が

下
落
し
て
い
る
。

渡
部
　
河
川
・
井
出

川
な
ど
水
が
豊
富
と

考
え
る
が
、
小
水
力

発
電
が
で
き
る
適
地

調
査
を
し
な
い
か
。

町
長

　こ
れ
ま
で
も

適
地
調
査
が
さ
れ
た

が
事
業
性
の
あ
る
も

の
が
発
掘
さ
れ
な
か

っ
た
。

渡
部
　
本
町
の
商
工

業
者
は
２
８
５
あ
り
、

商
工
会
員
は
１
７
１

人
で
組
織
率
は
60
％

で
あ
る
。
多
く
の
商

工
業
者
で
事
業
承
継

が
出
来
て
い
な
い
。

町
長
の
認
識
は
。

町
長

　地
域
に
根
差

し
た
事
業
が
そ
の
地

域
で
承
継
さ
れ
て
い

再生エネルギー（太陽光発電・小水力発電）の取り組みは
公共施設への太陽光発電設備の導入可能性等の
調査を20ヵ所ほど実施する

く
事
が
基
本
的
に
良

い
方
向
で
あ
る
。

渡
部
　
県
は
今
年
度

に
特
別
支
援
チ
ー
ム

を
設
立
し
、
郡
部
の

衰
退
を
防
ぎ
暮
ら
し

を
守
る
と
し
て
い
る
。

町
と
の
連
携
は
。

町
長
　町
と
し
て
は
、

設
備
投
資
な
ど
融
資

が
必
要
と
な
る
場
合

に
利
子
補
給
な
ど
経

済
的
な
負
担
を
和
ら

げ
る
。
あ
と
、
新
商

品
開
発
な
ど
は
補
助

制
度
を
有
利
に
使
い
、

景
気
改
善
に
繋
が
る

手
伝
い
を
す
る
。

事
業
者
の
色
々
な
意
見
を
聴
き
な
が
ら
収
益
力
を
高
め

経
営
革
新
を
し
事
業
承
継
に
繋
げ
る

事
業
者
の
色
々
な
意
見
を
聴
き
な
が
ら
収
益
力
を
高
め

経
営
革
新
を
し
事
業
承
継
に
繋
げ
る

町
長
商
工
業
者
へ
の
事
業
承
継
へ
の
対
応
は

商
工
業
者
へ
の
事
業
承
継
へ
の
対
応
は

佐々木水車　小水力発電所

伯耆町議会だより第70号
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町政を問う

商工会が、ご相談内容を基に専門家や支援機関と連携して
事業継承を支援します！

事
業
者

商
工
会

相談

支援

連
携

【専門家】
　■税理士　■公認会計士　■中小企業診断士　■弁護士

【支援機関】
　■よろずや支援拠点　■事業継承・引継ぎ支援センター
　■金融機関　など

ユーチューブ動
画はこちらから

渡部　勇　議員



伯耆町議会だより
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第70号

乾
　電
子
図
書
館
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
長
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
①
利
用
さ
れ
る
方
が
、

時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
利
用

で
き
る
。
書
籍
や
音
源
・
映

像
な
ど
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
も
の
、
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
終
わ
っ
て
い
る
も

の
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
。

②
電
子
化
に
よ
り
書
籍
の
保

管
場
所
が
不
要
と
な
り
、
管

理
の
手
間
が
解
消
さ
れ
る
。

③
音
声
読
み
上
げ
・
文
字
拡

大
表
示
の
機
能
に
よ
っ
て
読

書
が
困
難
な
方
や
高
齢
者
の

利
用
支
援
が
可
能
と
な
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
①
著
作

権
の
問
題
が
あ
る
。
②
出
版

市
場
に
お
け
る
電
子
書
籍
の

占
有
率
は
27
．８
％
（
２
０

２
２
年
５
月
現
在
）
で
ネ
ッ

ト
上
で
の
貸
し
出
し
や
閲
覧

で
き
る
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。

③
電
子
図
書
館
と
し
て
の
環

境
整
備
に
か
か
る
コ
ス
ト
が

大
き
い
。
④
医
学
的
見
解
に

よ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
脳

の
発
達
や
、
高
齢
者
の
認
知

症
予
防
に
は
、
紙
媒
体
の
読

書
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
以
上
の
点
か
ら
電
子

書
籍
の
導
入
は
現
時
点
で
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
先
進
地
の
活
用
状
況

や
、
県
立
図
書
館
で
は
、
電

子
書
籍
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
そ

の
動
向
を
確
認
し
、
連
携
を

深
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
県
立
図
書
館
と
連
携

を
図
っ
て
お
り
町
立
図
書
館

で
の
利
用
は
可
能
で
あ
る
。

乾
　屈
折
検
査
の
成
果
に
ば

ら
つ
き
が
あ
る
が
、
眼
科
医

と
屈
折
検
査
機
器
の
両
方
を

検
査
機
器
を
購
入
す
る
場
合

半
額
補
助
の
支
援
を
し
て
い

る
が
、
検
査
機
器
を
導
入
す

る
考
え
は
。

健
康
対
策
課
長
　
導
入
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
手
間
が
か

か
る
。
故
障
時
の
代
替
品
の

確
保
が
困
難
。
視
能
訓
練
士

か
ら
安
価
で
お
借
り
で
き
る

こ
と
な
ど
か
ら
導
入
の
考
え

は
な
い
。

町政を問う

乾
　生
理
用
品
無
償
配
布
の

周
知
は
。

町
長
　
周
知
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
社
協
や
民
生
員
の
活

動
の
中
で
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
相
談
に
繋
げ
る
と
い
う
事

が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
個
別
の
ケ
ー
ス
に

対
応
し
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
保
健

室
に
充
分
な
生
理
用
品
を
配

備
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
で
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
に
対
応
し
て
い
る
。

　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
も

あ
り
子
供
た
ち
に
は
特
別
な

周
知
は
行
っ
て
い
な
い
。
保

健
室
に
生
理
用
品
を
求
め
て

来
室
す
る
人
数
は
コ
ロ
ナ
前

と
変
化
は
な
く
、
今
後
も
養

護
教
員
が
適
切
に
対
応
し
て

い
く
。

電子図書館の導入を求める
現時点では、難しいと考えている教育長

平
成
29
年
か
ら
視
能
訓
練
士
に
よ
る

屈
折
検
査
を
実
施

平
成
29
年
か
ら
視
能
訓
練
士
に
よ
る

屈
折
検
査
を
実
施

健
康
対
策
課
長

３
歳
児
健
診
に
お
け
る
屈
折
検
査
の
状
況
は

３
歳
児
健
診
に
お
け
る
屈
折
検
査
の
状
況
は

「
生
理
の
貧
困
」に
つ
い
て

用
い
た
検
査
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

健
康
対
策
課
長
　
視
能
訓
練

士
（
国
家
資
格
）
と
小
児
科

医
に
も
来
て
い
た
だ
き
確
か

な
検
査
を
行
な
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
小
児
科
医
と

相
談
の
上
結
果
を
伝
え
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
現
状
の
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

乾
　厚
労
省
は
、
屈
折
検
査

の
充
実
の
た
め
市
区
町
村
が

受診者数 要精検年度 要精検率

9

0

5

6

5

7

12

5

6

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

Ｒ01

Ｒ02

Ｒ03

86

77

71

84

79

74

85

77

82

10.5％

0.0％

7.0％

7.1％

6.3％

9.4％

14.1％

7.0％

7.3％

３歳児健診の視力検査実施結果

ユーチューブ動
画はこちらから

乾　　裕　議員



町　長

大
床
　重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
に
関
し
て
、
こ
の
制

度
の
概
要
、
ま
た
、
こ
の
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
。

福
祉
課
長
　
社
会
福
祉
法
改

正
に
伴
い
令
和
３
年
度
か
ら

新
た
に
創
設
さ
れ
た
事
業
で
、

市
町
村
の
手
上
げ
に
よ
る
任

意
事
業
で
あ
る
。
地
域
住
民

の
複
合
・
複
雑
化
し
た
生
活

課
題
を
支
援
す
る
た
め
、
包

括
的
相
談
支
援
事
業
・
参
加

支
援
事
業
・
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
な
ど
が
あ
る
。

　
支
援
を
受
け
る
側
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
は
分
野
を
ま
た

ぐ
、
複
雑
な
生
活
課
題
を
抱

え
た
方
の
支
援
が
た
ら
い
ま

わ
し
に
な
ら
な
い
。
自
覚
し

て
い
な
い
生
活
課
題
へ
の
支

援
が
得
ら
れ
る
。

　
支
援
を
す
る
側
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
関
連
制
度
の
交

付
金
を
一
括
し
て
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
財
源

が
分
野
ご
と
に
分
断
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
す
べ
て
の
こ

と
を
抱
え
込
む
必
要
が
な
く

な
る
こ
と
。
新
た
な
事
業
の

補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。

大
床
　
全
国
で
の
取
り
組
み

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

鳥
取
県
内
で
の
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

福
祉
課
長
　
国
の
資
料
に
よ

る
と
令
和
４
年
に
は
全
国
で

１
３
４
自
治
体
が
、
鳥
取
県

内
で
は
鳥
取
市
、
米
子
市
、

智
頭
町
、
北
栄
町
４
市
町
が

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
実
施
予
定
の
移
行
準

備
事
業
で
は
全
国
で
２
２
９

自
治
体
、
鳥
取
県
内
で
は
倉

吉
市
、
八
頭
町
、
湯
梨
浜
町
、

琴
浦
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
床
　
伯
耆
町
福
祉
プ
ラ
ン

に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
に

関
す
る
記
載
は
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
検
討
さ
れ
た
か
。

福
祉
課
長
　
伯
耆
町
で
は
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
連

機
関
の
連
携
が
う
ま
く
と
れ

て
い
る
た
め
、
導
入
し
な
い

こ
と
に
し
た
。

大
床
　
色
々
な
生
活
課
題
を

抱
え
た
当
事
者
本
人
（
世

帯
）
で
は
な
く
、
地
域
住
民

が
、
本
庁
に
相
談
で
き
る
窓

口
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長
　
相
談
窓
口
は
そ

れ
ぞ
れ

・
子
ど
も
の
虐
待
に
関
し
て

　
は
福
祉
課
へ

・
８
０
５
０
問
題
と
い
っ
た

　
50
歳
の
引
き
こ
も
り
の
方

　
に
関
し
て
は
健
康
対
策
課

　
へ

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
っ

　
た
課
題
に
関
し
て
は
福
祉

　
課
へ

・
高
齢
者
の
移
動
に
関
す
る

　
国
道
付
近
の
整
備
に
関
し

　
て
は
企
画
課
・
地
域
整
備

　
課
へ

町政を問う
重層的支援体制整備事業を実施しては

実効性のある支援が出来ているので、導入しない

　
ま
た
、
ど
こ
へ
相
談
し
て

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は

福
祉
課
へ
相
談
し
て
い
た
だ

き
、
庁
舎
内
外
の
連
携
を
は

か
り
た
い
。

大
床
　
困
難
事
例
で
は
多
機

関
で
の
協
議
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
検
討
で
き
る
合
議

体
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長
　
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
の
関
連
機
関
と
連
携

を
は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
年
１
回
の
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
を
行
っ

て
い
る
。

大
床
　本
町
で
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
を
導
入
し
な

い
理
由
を
伺
う
。

町
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
実
効

性
の
あ
る
支
援
が
出
来
て
い

る
の
で
、
導
入
し
な
い
。

福
祉
課
へ
相
談
し
て
ほ
し
い

福
祉
課
へ
相
談
し
て
ほ
し
い

福
祉
課
長

生
活
課
題
の
相
談
窓
口
は

生
活
課
題
の
相
談
窓
口
は

（12）

伯耆町議会だより第70号

町政を問う

「重層的支援体制整備事業の概要」
　　　　　　　  地域共生社会ポータルサイトより

ユーチューブ動
画はこちらから

大床　桂介　議員



町　長

永
井
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

高
齢
者
の
生
活
や
健
康
状
況
、

認
知
機
能
等
に
影
響
が
及
ん

で
い
る
の
で
は
と
危
惧
す
る
。

本
町
の
認
知
症
対
策
を
評
価

し
て
い
る
が
、
直
近
３
か
年

の
物
忘
れ
相
談
会
や
認
知
症

予
防
教
室
の
開
催
状
況
や
内

容
等
を
伺
う
。

健
康
対
策
課
長
　物
忘
れ
相

談
会
は
コ
ロ
ナ
対
応
で
参
加

者
数
を
限
定
し
た
り
、
令
和

３
年
度
か
ら
は
試
行
的
に
、

丁
寧
な
聞
き
取
り
か
ら
、
認

知
症
で
あ
れ
ば
次
の
医
療
等

に
つ
な
げ
る
よ
う
な
形
に
内

容
を
変
更
し
て
い
る
。

永
井
　
ま
め
ま
め
ク
ラ
ブ
や

高
齢
者
学
級
等
の
開
催
減
の

影
響
は
。

健
康
対
策
課
長
　活
動
量
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会

の
低
下
を
憂
慮
す
る
声
は
あ

る
が
、
因
果
関
係
と
し
て
は

捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。

永
井
　
生
活
機
能
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
変
化
が
見
ら
れ
る

か
。
　

健
康
対
策
課
長
　令
和
４
年

と
コ
ロ
ナ
発
生
前
の
令
和
元

年
を
比
べ
る
と
、
運
動
機
能
、

栄
養
、
口
腔
、
閉
じ
こ
も
り
、

物
忘
れ
、
い
ず
れ
の
項
目
で

も
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

介
護
予
防
事
業
へ
の
誘
導
が

必
要
と
考
え
る
。

永
井
　
令
和
４
年
度
か
ら
の

新
た
な
認
知
症
対
策
事
業
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
。

健
康
対
策
課
長
　普
及
啓
発

と
し
て
の
オ
レ
ン
ジ
ガ
イ
ド

の
発
行
や
認
知
症
の
予
防
だ

け
で
な
く
、
早
期
に
認
知
症
、

軽
度
認
知
障
害
を
発
見
し
、

医
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
重

点
を
置
く
。

町
長
　
予
防
を
治
療
的
な
と

こ
ろ
ま
で
結
び
つ
け
る
こ
と

に
力
点
を
置
く
。
そ
の
流
れ

で
の
進
行
や
絶
対
数
を
抑
制

す
る
。
小
さ
な
町
で
の
成
功

事
例
を
全
国
に
展
開
で
き
れ

ば
と
願
望
と
し
て
思
っ
て
い

る
。

永
井
　
文
科
省
の
学
校
図
書

館
図
書
整
備
５
か
年
計
画
や

学
習
指
導
要
領
な
ど
で
、
学

校
図
書
館
の
活
用
を
掲
げ
て

い
る
。
学
校
司
書
配
置
や
新

聞
配
備
を
小
学
校
２
紙
、
中

学
校
３
紙
を
目
安
と
し
て
い

町政を問う
認知症対策事業の目指すところは

認知症にしっかり向き合い、医療まで結びつける

る
。
本
町
の
対
応
は
。

教
育
長
　
学
校
司
書
の
全
校

配
置
は
他
の
自
治
体
に
比
べ

て
早
か
っ
た
。

教
育
次
長
　
新
聞
配
備
は
各

小
学
校
と
岸
本
中
は
２
紙
、

溝
口
中
は
３
紙
。
岸
本
中
は

確
認
検
討
の
う
え
、
配
備
を

し
た
い
。

永
井
　
町
内
各
校
の
蔵
書
と

貸
出
状
況
は
。

教
育
次
長
　
小
学
校
全
体
で

蔵
書
３
万
５
７
１
２
冊
、
一

人
平
均
88
冊
の
貸
出
。
中
学

校
は
２
万
５
９
４
５
冊
、
貸

出
は
集
計
し
て
い
な
い
。

永
井
　
豊
か
な
ふ
る
さ
と
創

造
基
金
で
蔵
書
を
進
め
て
い

る
。
中
学
校
も
貸
出
把
握
を

お
願
い
し
た
い
。

永
井
　
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
、
I
C
T
活
用
教
育
へ

の
対
応
は
。

教
育
長
　
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
は
、
学
習
に
関
連

す
る
図
書
を
充
実
し
、
わ
か

り
や
す
く
発
信
、
共
有
す
る

学
習
に
取
り
組
む
。
学
校
図

書
館
を
活
用
し
た
年
間
指
導

計
画
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に

よ
る
有
効
活
用
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
よ
る
探
究
的
な
学

習
活
動
の
機
会
増
と
書
籍
を

活
用
し
た
調
べ
を
両
輪
で
行

う
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と

　書籍
を
活
用
し
た
調
べ
を
両
輪
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と

　書籍
を
活
用
し
た
調
べ
を
両
輪
で

教
育
長

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
で
の
学
校
図
書
館
の
有
効
活
用
は

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
で
の
学
校
図
書
館
の
有
効
活
用
は

ユーチューブ動
画はこちらから

永井　欣也　議員

読み聞かせ（溝口小図書室）

伯耆町議会だより第70号
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タッチパネルで簡易スクリーニング検査



現
時
点
で
配
備
す
る
考
え
は
な
い

現
時
点
で
配
備
す
る
考
え
は
な
い

町
　長

伯耆町議会だより第70号
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会
議
が
声
明
を
出
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
町
長
の
見
識
を
伺

う
。

町
長
　
首
長
会
議
の
一
員
で

あ
る
が
、
会
長
声
明
で
あ
り
、

直
接
相
談
は
な
か
っ
た
。
声

明
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
共

有
し
て
い
る
。

幅
田
　
長
期
の
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
、
賃
金
上
が
ら
ず
、
年

金
は
下
が
り
、
町
民
の
暮
ら

し
が
厳
し
い
。
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、
上
下
水
道
料
金

６
期
分
の
減
免
、
学
校
給
食

の
無
償
化
を
実
施
し
な
い
か
。

町
長
　
今
回
、
国
の
臨
時
交

付
金
で
、
上
下
水
道
料
金
の

町政を問う

基
本
料
金
２
期
分
の
減
免
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
以
上

は
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長
　
１
食
当
り
町
補
助

金
１
５
０
円
を
２
０
０
円
に

引
き
上
げ
る
予
定
。
無
償
化

さ
れ
る
町
も
あ
る
が
、
本
町

は
高
支
援
の
町
で
あ
り
、
無

償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

幅
田
　
女
性
の
体
と
心
の
健

康
維
持
の
観
点
か
ら
お
尋
ね

す
る
。
①
県
は
、
学
校
ト
イ

レ
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
配
備

の
自
治
体
に
助
成
を
し
て
い

る
が
、
本
町
の
対
応
は
。
②

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同

様
に
、
学
校
、
公
共
施
設
に

生
理
用
ナ
プ
キ
ン
を
配
備
し
、

社
会
全
体
で
女
性
を
支
え
る

環
境
を
整
え
な
い
か
。

教
育
長
　
県
は
３
分
の
１
の

支
援
を
実
施
し
て
い
る
が
、

本
町
は
対
応
し
て
い
な
い
。

町
長
　
個
別
ケ
ー
ス
対
応
が

基
本
。
社
会
構
造
の
変
化
や

法
整
備
に
よ
り
、
配
備
が
基

準
化
さ
れ
れ
ば
別
だ
が
、
現

時
点
で
管
理
が
行
き
届
く
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
も
の
を

公
共
施
設
に
配
備
す
る
考
え

は
な
い
。

幅
田
　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
本
町
民
も
、
子
供

を
含
め
心
を
痛
め
て
い
る
。

本
町
議
会
も
全
会
一
致
で
平

和
的
解
決
を
求
め
る
決
議
を

行
っ
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
核

兵
器
使
用
発
言
や
、
原
発
攻

撃
発
言
に
対
し
、
平
和
首
長

ユーチューブ動
画はこちらから

幅田  千富美 議員

上下水料金・学校給食費の物価高騰対策を
上下水道基本料金２期分の減免予定町　長

公
共
施
設
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
備
を

公
共
施
設
に
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
の
配
備
を

学校給食



ニ
ー
ズ
に
応
え
た
支
援
体
制
を

　確保
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
番

ニ
ー
ズ
に
応
え
た
支
援
体
制
を

　確保
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
番

町
　長

町　長

伯耆町議会だより第70号

杉
本
　平
成
26
年
に
他
の
議

員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て

「
現
段
階
で
は
実
施
し
な
い

が
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。
」
と
い
う
答
弁
だ
っ
た

が
、
今
回
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
っ
た
背
景
は
何
だ
っ

た
の
か
。

町
長
　
過
去
に
検
討
も
し
た

が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

事
業
は
、
利
用
す
る
側
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
助
け
る

側
が
安
定
的
に
い
る
の
か
、

両
方
が
な
い
と
で
き
な
い
。

ま
た
、
保
育
の
質
や
安
全
性

の
確
保
、
事
故
発
生
時
の
責

任
の
所
在
と
実
施
上
の
課
題

が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
を

見
送
っ
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
保
育
所
か
ら
分
離

し
て
使
い
や
す
く
し
、
一
時

保
育
、
休
日
保
育
の
実
施
や
、

西
部
地
域
の
市
町
村
と
共
同

し
て
、
病
児
保
育
事
業
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
支
援
事

業
の
充
実
を
図
り
、
突
発
的

な
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
事
業
を
実
施
し

た
経
緯
と
し
て
は
、
平
成
28

年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に

よ
る
。
子
供
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
設
置
が
努
力
義
務
に

な
り
、
本
町
も
本
年
４
月
か

ら
設
置
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
拠
点
の
設

置
に
あ
た
り
、
既
存
の
事
業

等
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
い
く
つ
か

の
新
規
事
業
を
計
画
し
た
。

そ
の
一
つ
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
事
業
。

杉
本
　近
隣
町
村
な
ど
、
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
自
治

体
の
運
営
実
績
か
ら
、
想
定

さ
れ
る
課
題
や
懸
念
は
あ
る

か
。

福
祉
課
長
　
１
つ
目
と
し
て

は
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
支
援

体
制
を
確
保
で
き
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
が
一
番
の
課
題
。

子
供
を
預
か
る
と
い
う
責
任

を
考
え
る
と
、
支
援
会
員
と

し
て
手
を
上
げ
に
く
い
と
い

う
現
状
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
２
つ
目
は
子
育
て
家
庭
の

ニ
ー
ズ
に
ど
こ
ま
で
対
応
す

る
か
と
い
う
こ
と
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
相
互
援
助

活
動
に
な
る
の
で
、
専
門
性

の
高
い
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は

対
応
が
で
き
な
い
。

　
３
つ
目
は
需
要
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
ベ
ビ

ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
に
馴
染
み

の
な
い
伯
耆
町
で
は
都
会
と

違
い
、
知
ら
な
い
人
に
子
供

の
世
話
を
頼
む
と
い
う
こ
と

に
抵
抗
が
あ
る
方
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

杉
本
　課
題
へ
の
対
策
は
。

福
祉
課
長
　
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
の
事
業
で
、
数
も
こ

町政を問う
ファミリーサポート事業スタートに至った背景は

子供家庭総合支援拠点の設置がきっかけ

な
し
て
は
い
な
い
状
況
。
今

後
出
て
く
る
課
題
に
対
し
て
、

そ
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（15）

想
定
さ
れ
る
課
題
は

想
定
さ
れ
る
課
題
は

ユーチューブ動
画はこちらから

杉本　大介　議員

利用・活動の流れ



ひ
と
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
活
動

「添谷を元気にしよう会」の活動「添谷を元気にしよう会」の活動
青春パパイヤ　オーナー制栽培青春パパイヤ　オーナー制栽培

この議会だよりは再生紙を使用して印刷されています。

編

記

集
後
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　参
議
院
議
員
選
挙
も
終
わ

り
数
日
が
経
ち
ま
し
た
。
選

挙
期
間
中
に
は
、
安
倍
晋
三

元
総
理
が
銃
撃
さ
れ
る
と
い

う
非
常
に
痛
ま
し
い
事
件
も

あ
り
、
痛
恨
の
極
み
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　混
沌
と
し
た
世
の
中
だ
か

ら
こ
そ
、
住
民
に
密
着
し
て

い
る
地
方
政
治
・
地
方
議
会

は
、
そ
の
重
要
性
を
さ
ら
に

増
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
。

　そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

本
誌
「
ほ
う
き
議
会
だ
よ

り
」
の
伝
わ
り
や
す
さ
を
追

求
し
、
皆
様
に
よ
り
興
味
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
少
し
ず
つ
誌
面
改
革
を
行

な
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
　
　
　（
杉
本
　大
介
）

【
編
　集
】

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　 

委
員
長
　杉
本
　大
介

　
　 

副
委
員
長

　片
岡
　千
明

　
　 

委
　員
　大
森
　英
一

　
　 

委
　員
　長
谷
川
　満

　
　 

委
　員
　上
田
　博
文

　
　 

委
　員
　大
床
　桂
介

議会
の虫めがね

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。

　
２
０
１
４
年
よ
り
村
に
人
を
呼
ぶ
こ

と
、
村
民
が
や
る
気
を
出
す
こ
と
、
現

状
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
添
谷
分
校

（
廃
校
）
で
軽
ト
ラ
市
や
音
楽
イ
ベ
ン

ト
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
し
た
。
年
２
回
の
ペ
ー
ス
で

行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
、
こ
こ
２
年
間
は
活
動
を

中
止
し
て
い
ま
す
。

質
問

　添
谷
を
元
気
に
し
よ
う
会

に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
色
々
な
方
に
添
谷
に
来
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
中
山
間
地
の
荒
れ
地
を
な
く
す

こ
と
、
何
故
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
イ

ノ
シ
シ
は
パ
パ
イ
ヤ
に
は
近
づ
か
な
い

よ
う
で
す
。

質
問

　パ
パ
イ
ヤ
の
栽
培
の
目

的
・
効
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が

ら
、
楽
し
く
会
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る

様
子
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
ま
し
た
。

（
取
材

　杉
本
・
大
床
）

　
今
年
、
新
し
い
試
み
と
し
て
青
パ
パ

イ
ヤ
栽
培
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
作
り
ま

質
問

　今
回
の
青
春
パ
パ
イ
ヤ
栽

培
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

し
た
。
オ
ー
ナ

ー
さ
ん
に
は
５

月
に
苗
の
植
え

付
け
を
行
な
っ

て
い
た
だ
き
、

11
月
頃
に
収
穫

し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

5月22日の植え付けの時

　
こ
れ
ま
で
、
鳥
取
環
境
大
学
の
先
生

や
生
徒
の
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
こ
の
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
試
験
的
に

質
問

　こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

パ
パ
イ
ヤ
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
荒
れ
地
を
選
定
し
、
そ
の
荒

れ
地
を
冬
に
耕
し
、
畑
の
整
備
や
苗
の

植
え
つ
け
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
パ
イ
ヤ
は
風
に
弱
い
こ
と
も
わ
か
り

途
中
で
暴
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
た
り
し

ま
し
た
。
７
月
１
日
現
在
60
㎝
位
に
育

っ
て
い
ま
す
。

7月現在のパパイヤ

　
当
初
、
オ
ー
ナ
ー
登
録
に
１
０
０
名

の
方
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
１
２
６
名
の
方
に
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
添
谷
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
米
子
市
・
伯
耆
町
・

南
部
町
・
遠
く
は
岡
山
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
時
に
は
会
員

の
方
々
が
パ
パ

イ
ヤ
の
成
長
を

見
る
た
め
に
添

谷
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
り
、

成
長
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

質
問

　ど
の
よ
う
な
方
が
オ
ー
ナ

ー
で
す
か
。

126名のオーナーの方

昨
年
試
験
的
に
植
え
た
パ
パ
イ
ヤ

本庄純一さん　　　本庄幸正さん

添谷公民館にてインタビュー


